
 
 

魅力ある県立短期大学づくりに係る論点とアンケート等結果について 

 

 検討委員会で整理した論点を踏まえ，アンケート結果について以下のとおり整理し

た。 

 

Ⅰ 時代の要請に対応した教育内容の更なる充実  

 １ 既存学科の教育内容の見直し  

  ⑴ 産業界のニーズを踏まえた教育内容の見直しが必要ではないか。 

  ⑵ 高校生のニーズを踏まえた教育内容の見直しが必要ではないか。 

 

   ア 産業界のアンケートに回答のあった 300 社を業種別で見ると，「教育」，

「製造業（メーカー）」，「建設関係（設計・建築・施工）」が多かった。 

 

   イ 産業界に短期大学生に求める専門知識をアンケートで尋ねたところ，回答

のあった企業等のうち約４割が「求める」との回答であった。 

 
ウ 「専門知識を求める」と回答のあった産業界を業種別に見ると，「教育」，

「医療・福祉・介護」，「建設関係（設計・建設・施工）」が多く，求める

専門知識としては，「教育」や「土木建築工学」，「食物・栄養」等が多か

った。 

 

エ 産業界が短期大学生に求める具体的な専門知識では次の意見があった。 

・  児童の教育保育に関する知識，教職の知識，経理・簿記の知識 

  

   オ 産業界が短期大学生に求める資格では次の意見があった。 

・  パソコン操作，簿記・経理，語学 

 

   カ 高校生のアンケートで，四年制大学又は短期大学への進学を希望する生徒

の志望学部・学科系統は，「教育」，「経済学」，「保健」が多かった。 

     短期大学への進学を希望する生徒に限れば，「教育」，「食物・栄養」，

「経済学」が多かった。 

    

   キ 進路指導担当者のアンケートで，生徒に県立短期大学を薦めない理由とし

て「生徒に学ばせたい内容の科目（授業）がない（25 人）」と回答した進

路指導担当者が，県立短期大学にあれば生徒に進学を薦める学部・学科は「情

報工学」，「観光学」，「保健」の回答が多かった。 
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資料１－③



学部・学科系統の比較
 

　①　産業界への質問　　　　　　「短期大学生に求める専門知識（３つまで選択）」
　②　高校生への質問　　　　　　「四年制大学・短期大学で志望する学部・学科系統（３つまで選択）

 

 

2



  ⑶ 文学科については，教育内容やネーミングの見直しが必要ではないか。 

    （例：外国の方に日本語教育ができる人材の育成，コミュニケーション力の

強化） 

   ア 高校生へのアンケートで，県短を志望しない理由で「学びたい内容の科目

（授業）がない」と回答した高校生の中で，志望する学部・学科系統の設問

に対して「文学」，「外国語学」と回答したものがあった。 

   イ 在校生のアンケートで，不足している教育内容として「英語のスピーキン

グ学習」があった。 
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  ⑷ 男子入学者の増加を目指した教育内容の見直しが必要ではないか。 

    （例：建築デザイン系の拡充） 

   ア 短期大学を希望する生徒（615 人）のうち，男子生徒（118 人）が志望す

る学部・学科については，「保健」，「経済学」，「教育」，「理学」が多

かった。 

   イ 進路指導担当者アンケートにおいて，「県立短期大学で建築が学べること

が名称的に伝わりにくい。」という意見があった。 
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  ⑸ リカレント教育の更なる充実が必要ではないか。 

    （例：長期履修制度の導入） 

   ・ 産業界アンケートにおいて，県立短期大学で取り組んで欲しいリカレント

教育・リスキリング教育は，情報分野のスキル向上を希望する等の意見があ

った。 

 

  ⑹ 鹿児島の特性を活かした教育内容の見直しは必要ないか。 

    （例：観光関連産業が基幹産業であることを踏まえた見直し） 

   ア 産業界のアンケートでは，「観光・宿泊施設・旅行」の 11 社の企業等か

ら回答があったが，そのうち「観光学」の専門知識を求めるのは４社であっ

た。 

   イ 高校生アンケートにおいて，「短期大学」への進学を希望する生徒（615

人）のうち，「観光学」を志望学部と回答したのは 32 人であった。 

   ウ 進路指導担当者アンケートでは，県立短期大学を薦めない理由として「生

徒に学ばせたい内容の科目（授業）がない（25 人）」と回答した進路指導

担当者が，県立短期大学にあれば生徒に進学を薦める学部・学科は，「情報

工学」に次いで「観光学」，「保健」が多かった。 

   エ 産業界へのアンケートでは，県立短期大学で取り組んでほしいリカレント

教育・リスキリング教育として「鹿児島の地理・歴史・文化等」という意見

があった。 

    

 ２ 教養科目の強化 

  ⑴ 産業界や高校生のニーズを踏まえた教養科目の見直しが必要ではないか。 

    （例：コミュ力・表現力などの強化につながる科目の設定） 

    ア 産業界が短期大学生に身につけて欲しい力は「物事に進んで取り組む力

（主体性）」が最も多かった。 

    イ 高校生が四年制大学・短期大学で身につけたい・伸ばしたい力は「目的

を設置し確実に行動する力（実行力）」が最も多かった。 

    ウ 進路指導担当者が高校の卒業生に身につけて欲しい力は「現状を分析し

目的の課題を明らかにする（課題発見力）」が最も多かった。 

    エ 在校生が県立短期大学で身につけたい・伸ばしたい力は「物事に進んで

取り組む力（主体性）」が最も多かった。 
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身につけていて欲しい力・身につけたい力  

　①　産業界への質問　　　　　　　「短期大学生に身につけていて欲しい力（３つまで選択）」
　②　高校生への質問　　　　　　　「四年制大学・短期大学で身につけたい・伸ばしたい力（３つまで選択）」
　③　高校の進路指導担当への質問　「高校の卒業生に進学先で伸ばして欲しい力（３つまで選択）」
　④　在校生への質問　　　　　　　「県立短期大学で身につけたい・伸ばしたい力（３つまで選択）」  
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  ⑵ デジタル化やＡＩの時代に対応した教養科目の見直しが必要ではないか。 

    （例：情報分野の強化） 

   ア 産業界のアンケートでは，短期大学生に求める資格として「パソコン操作」

という意見もあった。 

     

   イ 進路指導担当者へのアンケートでは，県立短期大学にあれば生徒に薦める

学部・学科系統では「情報工学」が最も多かった。 

 

   ウ 進路指導担当者のアンケートでは，県立短期大学に取り組んで欲しい教育

として，「AI 等の情報関係の学習の充実」という意見もあった。 

 

   エ 在校生のアンケートでは，県立短期大学で更に学びたいこと及び不足して

いる教育内容で「情報関係」という意見もあった。 

 

 

 ３ 定員等の見直し  

  ⑴ 定員割れ学科の定員を減らすということではなく，既存学科の教育内容の 

   見直しを踏まえた定員の配分変更が必要ではないか。 

 

   ・ アンケート及びヒアリングでは，定員等の見直しに対する意見はなかった。 
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